
50 浮遊煤塵による京浜工業地帯とその周辺地域の大気汚染性状（1）

し暖房により多くの汚染物が放出している場合や，工業

地帯のように多くの汚染源が存在している場所が汚染状

況で定常的で，大気は常に浮遊煤塵により激しく汚染さ

れていることがわかった．

　c）　名測定地点における浮遊煤塵濃変の度数分布

　以．ヒの諸結果，考察は，・Pの平均値について論じたも

のであるが，この実測値は大幅に変動している．

　そこでPの実測値を＜5，5～10，10～15，15～20，

20～25，25～30，≧30の7階級に分類し，その度数分

布を測定地点別，期別に第3表に示した5地点同時測定

の場合について求め第6裏の結果をえた．

　第6表から実測値はかなり高い値にまでおよんでいる

が，一般に分布は低濃度に片寄っている．

　しかるに寒期のA，B，Cおよび暖期のAにおける分

布は，やや高濃度に片寄り，寒期のAにおける分布は，

むしろ正規分布に近い．形を示し，この場合汚染状況が高

濃唆に安定しているこヒがわかった．

　いずれにしても，汚染状況は，実測値については，各

測定地点とも大幅に変動していることが示されているわ

けである．

　第6表　測定地点別，期別浮遊煤塵濃度指数度数分布

　なおロ紙式空気汚染計による測定値・Pは相対値であ

るが，電気集塵器ではかった大気中の浮遊煤塵重量濃度

砂と実際の汚染大気を対象にしても直線的な高度の正

相関関係にあり，・Pなる値で大気汚染を論じることは十

分意味のあることがわかった．
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　4．　結　　　言

　京浜工業地帯とその周辺地域の浮遊煤塵による大気汚

染性状を検討するため，この地域内5ヵ所でロ紙式空気

汚染計による測定にっいて吟味した．

　浮遊煤塵濃度は，午前と午後にあらわれる1日2度の

ピークを有して日変化し，暖期より寒期が，日曜日より

週日に大であったが，これらの変動は気象条件，人間活

動により測定地点によって相違があった．

　またその経日変動係数は，暖期より寒期に，非工業地

帯より工業地帯において小であった．
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